20200426レムナント教会1部
   人のせいにせずに(Ⅰサムエル記24：1-7)
いまコロナDV、コロナ離婚ということが社会の大きな心配になっています。経済的な困難、また健康による困難などもありますが、なんといっても人がいちばん難しい存在ではないかと思います。信者の私たちの人生というのは、人を生かすために備えられているものです。それほど尊い貴重なものなので、このような困難に打ち勝って人を生かすいのちの道を進まないといけないと思います。
今日の聖書の箇所を見ますと、ダビデがサウル王を避けて、また逃げて、大変な苦労をしていたときの話です。ダビデの周りに同志がある程度、加えられるようになりました。彼らと一緒に逃げていくうちにほら穴があって、そこに身を隠すことになります。そのときサウル王が、ダビデがその辺にいるという報告を受けて、ダビデを殺すためにその辺まで来て、用をたすためにそのほら穴の中に入ることになりました。そこでダビデの部下たちがダビデに言います。「これは神様が与えられた最高のチャンスです。神様はあなたの味方なのです。ここでサウル王を消せばこのような苦労も終わるし、すべてがうまくいくようになるでしょう」と懇願します。それに対してダビデは、こっそりとサウルの上着のすそを切り取るだけで何も手を加えることなく、また、部下たちにもそういうことを許すことがなかったと書いてあります。その後、何も知らないサウル王がその穴から出て遠く離れたときに、ダビデが外に出てサウル王に向かって叫びます。「王様。私があなたに何をしたのでしょうか。なぜこんなちっぽけな私のようなもののためにそんな苦労をして殺そうとしていらっしゃるのでしょうか」と。そのときサウル王がダビデの声を聞いてそこで悔い改めて「ダビデよ、悪かったな。これからはしないから。あなたが私を殺すことができたのにそうしなかったということによって、神様はあなたを祝福するだろう」ということを言います。もちろんその後、またサウル王は心が変わってダビデを殺そうとすることになりますけれども。ダビデは実は、サウルによって、サウルのために、このような苦労をして大変な目に遭っていたわけです。それは事実です。ダビデの部下たちが言っていることはすべて筋が通る話しだし、一理ある話でした。それにも関わらず、ダビデはそうしませんでした。サウルのために苦労をしているのに、そのサウルを消す機会、チャンスが来たのにも関わらず、手を加えることがありませんでした。このことを通して分かるのは、ダビデは実はサウルによって苦労をしていて、サウルがダビデを困らせていることは間違いないのですが、サウルのせいにしていなかったということでしょう。もしサウルのせいだと思っていれば、直ちにサウルを消せば、それで終わりではないでしょうか。しかし、ダビデはそうしていませんでした。これが本当の意味で、勝利の人の姿です。ダビデは人のせいにすることがありませんでした。つまり、間違いなくその人によって私が苦しめられることに間違いないけれども、是々非々に捕らわれることなどはありませんでした。また、損得などで計ることはありませんでした。つまり、利害関係などを基準にして、物事を判断したり、評価したりすることなどはなかったということです。そして、世のいろいろな法則や基準などによって物事を見たり評価したりすることはなかったということでしょう。これが人のせいにしないということなのです。そして、これが、神様がクリスチャンの私たちに求めていらっしゃる姿であり、また神様が与えられる祝福でもあります。

どのようにして人による様々な困難があり、また実際、私を困らせる相手であっても、人のせいにせずに勝利することができるのでしょうか。ダビデはどのようにしてそれができたのでしょうか。それはダビデがこのように言うことからその答えが見られるわけです。部下たちに言いました。「神様が油を注がれた神のしもべ、主君などに私がどうのこうのと手を加えること、文句を言うことはできない」と。神様が油を注がれたということ、それにこだわるダビでした。つまり、神様がなさること、神様がなさったことを何より優先する人だったわけです。そのような人は人のせいにしません。神様がなさったことです。サウルに油を注がれてイスラエルの王にされました。サウルが悪いか良いか以前に、神様がなさったことが先になりました。つまり、油を注がれたというのは一言で言いますと、キリストのことを意味するわけです。ダビデには、サウルが悪いか良いかはもちろんもう明白なのです。それにも関わらず、それより先にキリストを正しく理解して、キリストを優先することができました。そのような人は人のせいにしないで、悪魔に騙されず、勝利できるようになります。人が悪いか良いか、私に優しくしてくれるか、あるいは害を加えるか、有利な人間なのか、不利な人間なのか、益になるのか、損になるのか、いろいろな判断があるでしょうけれども、そのすべてを置いておいて、キリストが優先なのです。そのようなときに人のせいにせずに勝利することができます。ダビデはサムエルを通してキリストのことを教えられていたと推測できます。キリストは創世記3：15、蛇の頭を踏み砕いて、悪魔のしわざを打ち壊す唯一のまことの王様、女の子孫、その方です。出エジプト3：18、人の罪を背負って十字架で死なれる贖いの主として示された子羊、人のすべての罪をきよめられる、そのためにご自分を身代わりとしてささげる、それがキリストです。イザヤ7：14、その名をインマヌエルと言いなさい。神を離れて根本的にすべてのいのちと祝福から断たれている人が、だから闇の中をさまようこと以外に何もできない、そのような人間が神様と一緒になり、神のいのちの祝福に預かるようにする、それがキリストです。キリストがどういう方なのか、正しく知ること、そして、何よりそのキリストを優先することが大切なのです。私たちは神の恵みに預かる以前に、生まれたときから家庭を通して、人を通して、学校を通して、社会を通して、様々なことを教わってきたわけだし、また、そのような情報がたくさん入っています。それが先走るようになりますが、そうすると結局はそのような法則に捕らわれるようになるしかありません。ダビデはキリストを知っていたので、いろいろな情報があり、いろいろな法則があるのにも関わらず、それを置いておいて、引き出しの中にしまっておいて、歯を食いしばってでもキリストを優先しました。そのキリストが世に来られました。イエス様がそのキリストです。ヨハネ19：30、十字架でご自分を犠牲のいけにえとしてささげることによって、すべてを「完了した」と宣言されました。その方がキリストです。イエスはキリストです。イエスは私のいのちであり、イエスは万軍の主であり、イエスは教会のかしらです。それに注目し、そして、それを優先するときに、人のどうのこうのを乗り越えることができる勝利者になります。そして、このキリストを知り、また、キリストを思い起こし、キリストを優先するときに、そのキリストの中にあってすでに祝福の存在である、すでに神様から祝福された自分を先に見つめるようになります。そういう人は人のせいにしません。サタンに騙されないで勝利するようになります。
私たちは今まで当たり前にクリスチャンになってからも、残念ながら人間的標準によって、肉に従って何かを評価することに慣れています。Ⅱコリント5：16を見ても、人間的な標準でイエス様もそのように判断し、評価して、自分自身もそういうことで評価していたけれども、キリストを知っている者は、そのキリストの中にあって自分を見て、自分を評価するようになります。そうするとダビデの告白のように、詩篇23：1、「主は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません」。自分はそういう神様とそのように結ばれている存在だということが分かるようになるでしょう。同じようにイエス様もおっしゃいました。ヨハネ15：5、「わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です」。神様とイエス・キリストと三位一体の神様とくっついて一つになりワンネスになった不思議な存在に新しく造り変えられています。誰がでしょうか。今サウル王を避けて、逃げて大変な目に遭い、死の影の谷のような経験をしているのにも関わらず、私は幸いなものなのです。私に乏しいことはありません。サウルのせいではなくて、私に乏しいことはありません。イエスはぶどうの木で、私はその枝なのです。だからこそ、ヨハネ5：24、私はもうすでにキリスト・イエスにあって、死からいのちに移っている者なのです。私にはもはや不幸などはありません。滅びののろいの運命などはもう消えてなくなりました。二度とその死と罪の原理に入ることなどは許されません。これが私というものなのです。今現在、病気にかかって患っていたとしても、すべてを失い皮膚がんにかかって苦しんでいるヨブであっても、キリスト・イエスにあって自分自身を先に見つめたときに、人間的な標準、肉の基準ではなくて、キリストにあって私は幸いなものなのです。たとえステパノのようにいのちが奪われることがあったとしても、炎の中に入れられることがあっても、そういうことと関係なく、私は幸いなものなのです。Ⅰコリント3：16、あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。私はそういう者なのです。エペソ1：3、天にある霊的すべての祝福をすでにいただいている者です。刑務所がどうのこうのと、それに捕らわれることなどはありません。いつかは天国に行くようになりますが、この地上にいる間には、教会として生きていく存在です。天と地をつなぐ存在、神様と罪人をつなぐ存在、それを教会といいます。キリストのからだなる教会として生きる、そのために生かされている者のです。エペソ1：23、ですから、唯一、私だけがこの世においてイエスの名によって悪霊を追い出し、福音のいのちのことばを語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることができず、病人に手を置けば病人がいやされる、そのイエスの権威を所有している不思議な特別な存在だということにしっかり目が開かれて、その自分と向き合うようになります。相手のどうのこうのの前に、その祝福の自分と向き合うこと、それが先になります。そういう人は人のせいにすることはありません。悪魔の誘いなどに打ち勝って勝利することができる者になります。

そして、そのときにその人は気づいて告白するようになります。なるほど、自分の地上での人生というものは、ただ生きるものではなく、また肉の欲求のために生きるものではなくて、契約のためにある人生なのだと。私の残りの生涯は、契約の生涯、契約の人生だということが分かるので、人のせいにしません。契約の人生というものは、自分が自分の理由や願望、自分の目的のためではなくて、そこら中の世の中の人と同じ次元の理由ではなくて、神の理由のために生かされているものなのです。ダビデはサムエル王が来て羊飼いをしていたときに油注がれて、「あなたはこれからイスラエルの王になるよ」という契約が与えられていました。キリストのためにあなたの人生があると。ヨセフも大変な苦労の中で、ぐじゃぐじゃな家庭環境の中で、いじめの中にあって、しかし、夢を見ていたわけです。すべてがヨセフにお辞儀をするエジプトの総理大臣になって、キリストのために生きるものなのだよという契約がありました。パウルも迫害の中で最初から神様に召されたときに言われました。「パウロ。あなたは異邦人のための人になるよ」と。契約があったわけです。何のために生きるかが分からないと揺れるしかありません。何かのせい、人のせいにするしかありません。しかし、私の人生は、自分が何をどうのこうのと決めるものではなくて、もう神によって最高に価値ある理由のために召されている者です。ですから、イエス様は、何を食べるか、何を飲むか、何を着るかなど心配しないで、神の国と義を求めなさいとおっしゃったわけです。普通の人のように何を食べるか飲むか、何を着るかを目的にして生きる存在ではありません。私には聖なる生きる明確な理由があります。それが契約です。神の契約が理由なので、それは絶対的な理由になるでしょう。つまり、誰も止められないし、誰も奪うことができないし、邪魔することができない絶対的な理由が私にはあるということなので、自分の人生が契約の人生だということが分かっている人は、勝利はもうすでに決まっているものだという確信の上に立ちます。右に連れられるか、左に引きずられるかなどと関係なく、結果的に勝利はもう決まっているものなのです。サウル王と人間的なケンカなどをしなくても契約のものなので、誰も止められない神の主権に捕らえられているものなので、勝利はもう決まっている者なのです。ということで、人のせいにすることがありません。勝利を確信して、その勝利者としての堂々たる姿が人のせいにしないということに現れるわけです。ですから、今すぐ、これがどうのこうのと細かい解釈ができない場合があっても、このすべてが実は決まっている勝利、契約に向かって進んでいくプロセスであり、契約の旅程だという理解と確信を持っているのでつまずかずに人のせいにしません。だから、サウルを消す絶好のチャンスだったのに手を加えないで、サウルを許すことによって、むしろサウルを憐れむことができたのです。このような思いをイエス・キリストの志というわけです。人間にそういうことができるのかと思うかもしれません。私たちは人間ではありません。聖霊が宿っている神の神殿なのです。だから、私たちにそういうことができる最高の祝福、特権が許されていることを忘れてはいけません。契約の旅程なので、サウル王のどうのこうのも、実はそのことによって私が逃亡者として辛い目に遭い、様々な大変な目に遭っていることも神の主権の中であり、そこには神様の良いものが必ずあるのでそれに巻き込まれずに、それに打ち勝って違う挑戦、聖なる挑戦の方に走るようになります。
聖書に出ている神様に用いられた信者の姿には、全員こういうことが見られます先程も申し上げました代表的なヨセフの場合は、創世記45：5において、ヨセフをいじめ、ヨセフを奴隷として売ってしまった兄たち。その後、ヨセフは波乱万丈な人生を送るようになります。ヨセフの兄たちによって大変な苦労をしたことは間違いありません。にもかかわらず「お兄さんたち、心配したり悲しんだりしないように。神様がいのちを助けるために私を先に送った。神様がなさったことなのです」。そのことを裏返しますと、キリスト・イエス、福音宣教となります。お兄さんたちのせいにしていません。パウロは迫害を受けていました。パウロが以前、信奉していたユダヤ教の指導者たち、あるいはユダヤ教全体からものすごい迫害を受けて、大変な目に遭っていました。にもかかわらず、パウルはローマ12：19-21、そこでこのように勧めています。「愛する人たち。自分で復讐してはいけません。神の怒りに任せなさい。それは、こう書いてあるからです。「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする、と主は言われる。」もしあなたの敵が飢えたなら、彼に食べさせなさい。渇いたなら、飲ませなさい。そうすることによって、あなたは彼の頭に燃える炭火を積むことになるのです。悪に負けてはいけません。かえって、善をもって悪に打ち勝ちなさい」と勧めています。これが人のせいにしないで、ただ我慢してではなくて、本当の意味で勝利者の姿であり、そして、今を生きる本当にややこしい世の中を生きる今のクリスチャンの私たちに許されている祝福であり特権であるということを心に覚えていただきましょう。
人のせいにするということは、実はいつから始まったのかと言いますと、アダムのときから始まったものなのです。神を離れた途端に、一番先に現れ見られていたものが人のせいにすることです。「アダム。なぜこういうことをしたのか」「あなたが与えられたこの女性、妻によって誘われて…」と人のせいにする習性というものが罪によって生まれたわけです。キリストによって、また神様と一緒にいのちの祝福を回復することにあったので、それに仲良くして付き合う理由などはありません。歯を食いしばってでも戦わないといけません。人のせいにするというのは、実は精神的な健康に最悪なものです。単なる道徳ではありません。アダムから見られるように、悪魔がつけこむ最高の道具になるわけです。しかし、なかなか私たちは本性そのものによってできないのではないでしょうか。だから、イエスがキリストとして皆さんの心のなかに入ってこられていらっしゃいます。キリストを優先に歯を食いしばってでも感情的には何かがぶくぶくしていても、キリストを優先に、キリストにある自分と向き合うこと、そこで最終的に自分の人生そのものが単に流れるものではなくて、世の中のなにかの目標のためではなくて、契約の人生だという結論にたどり着くことによって、そのすべてが旅程、プロセスになります。人のせいにすると、その人の心には傷が残り、怒りを覚えるようになり、復讐に走るようになります。また、言葉遣いもいつもさばきの言葉、批判の言葉、言い訳、不平不満の言葉遣いになるしかありません。だから、サタンの遊び場になるしかないでしょう。

皆さん、このメッセージを握って、この大変な時期にサミットの時間として没頭していくようになりましょう。キリスト、自分自身、契約ということに集中しましょう。そこで自分自身に問いかけてみましょう。本当にこれが誰かのせい、人のせいなのかと。本当にサウルのせいで苦労しているのでしょうか。プロセスです。それぞれ世界福音化の契約、47都道府県に教会を開拓して、国内宣教師を派遣することによって拠点作りをするこの大きな契約の中で自分の契約を発見していただきたいと願います。特にレムナントの皆さんは、今大人によってやっと回復しているオンリーイエス、オンリー伝道という福音を継承していかないといけません。何がそんなに大事なものがあるのでしょうか。何がそんなに大切なテーマがあるのでしょうか。福音の前では死ぬことも大切なテーマではありません。ステパノは死を覚悟して福音を守り続けていました。レムナントの皆さん、契約を継承する、これが薄れることなく世の様々な何かによって混ざることなく、キリストオンリー、伝道オンリー、この福音が皆さんの心のなかに植え付けられて、それがまた次の世代に、次の世代に受け継がれていくように、これが契約ではないでしょうか。今現在、信者なのに病を患い、また失敗をしている方がいらっしゃれば、イエス・キリストに集中することが契約です。単にイエスに集中ではなくて、みことばを通してイエスに集中してください。サタンはそれができないようにあらゆることで邪魔をするでしょうけれども、歯を食いしばってイエスに集中、みことばに集中すること以外にはいやしの方法はありません。しかし、そこには完璧ないやしがあることを信じて、それで病んでいる多くの人の前でいやしの証人として立たされること、これを契約として握ってください。信者として心から救いを感謝して、心からイエスオンリーという告白ができて、この福音を伝えなきゃという使命が感じられる人がもしいれば、その人たちはオンリーにオールインしてください。言葉だけでオンリーではなくて、何かしら一つはどこかで引っかかるものがあります。オールインするように。これが契約です。そのことによってサミットの祈りに立って、自分の中にある不信仰の壁、そして、現場の壁が崩れて、自分の現場に神の国が臨まれることを見る、これが契約です。世界福音化と47都道府県の教会開拓という大きな契約の中で、この契約を握って、また教会がそのような教会となっていくこと、弟子によって現場でいのちの運動が成り立っていく教会、病んでいる人たちがいやされて、そして、証人となる教会、レムナントに福音が刻み込まれることによって、刻印されることによって、契約が継承されていく教会、こういう契約を握って、皆さんがそのような契約の中で契約のために召されているということを忘れないようにしてください。だから、プロセスになります。人のせいにせずに、悪魔が震えて逃げ去るしかない霊的な勝利者として、堂々と歩むことを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。人間の水準では到底理解できないダビデから見られる人のせいしないで、そして、すべてを譲って勝利できるこの不思議な勝利の主人公としてすでに私たちを召していらっしゃることを覚えて感謝いたします。ダビデにあった祝福がパウロにも見られ、そして、私たちにそれが鮮明に与えられていることを覚えて感謝をささげます。サミットの時間に立って、この祝福を存分に味わうことによって、人のせいにせずに、ケンカせずに、サタンに巻き込まれずに、勝利の道を歩む信者になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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